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　撒年前，自分は，一つの實用假論（WOrking　hypothesis）として，「吾々の
銀河系が，豫想外に大きく叉内容豊富なものと近來知れて來ナこが，之れは
元々直心（star　cluster）や星雲（star　clouds）の集合よりなり，漸次，外方星
系（external　system）の結合と分離とから生長して來たものである』といふ
説を獲表しナこことがあっナこ．主にリク，ヰルソン山，ハーゾードなどの天
文毫で得た観測を基礎としナこ自分の結論は，L我が銀河が大きさや，内容
や，性質などに於いて，かのマゼラン雲や渦一く星霧ee（spiral　nebula）のやう
な外方星系と比べて，とても比べものにならない程の尤大な，全く濁自な
ものである■といふのである．所謂L地方系「（10cal　system）といふもの
は，大きさと構造から見ると，マービラン雲や，叉，銀河中の個々の星雲と
ほS“似ナこものであって，言はS“，大組織の中にある小組織一銀河星の三
層の中に埋まり，共れを貫いて運動してみる不定形の一軍三一と見るべ
きである．ところが，最近高聞の，銀河星雲や外方銀河の研究の進歩によ
り，今から十二年前の，上記の假説を再び考慮する必要を生じて來ナこ．
　先年の考案について主な困唯とするところを，下記の意味に於いて修正
し，又，回遽しやうとするのであるが，其の主な鮎とは：（1）星系（stelli，　r
system）の槻念は，渦巻星霧や共の附議系を度外覗するかぎり，不完全であ
る；（2）吾が銀河系はいかにも例外的であって，こんな彪大な圓盤形の星
雲は他の可覗組織中には決して見當らないし，渦雀星雲と比べると其の李
均のものより四五十倍も大きく，最大のものと比べて見ても街ほ五倍大き
い；（3）球状星團と銀河星團（galactic　cluster）との中閥にある星團といふ
やうなものは殆んど皆無である；（4）星團と星雲とが遭遇交錯して合一す
るといふやうなことは，頻繁に相互衝突しない限り，何らかの抵抗物質が
無ぐては，あり得ない；（5）天の河中にある明暗の星霧は，著しく位置が
特定されてるる．此等の諸鮎の或るものは，下のページ中で省ほ深く考へ
られる筈である．
芸此の丈ではnebulaを星霧；を｝澤す一一繹者・
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　　　　　　　　　　　銀河系の　大　き　さ
　吾人は，こ5で，銀河系（galactic　system）とは，星や星霧の集合艦を
謂ひ，其の分布歌態は，天の河の中心線によって定められる一丁面と相ひ
關解してみるらしいものを意味する．故に，球三星團は，銀河星や銀河星
團や同星置と共に，こ5に含まれる・何となれば，此等のものは銀河面に
封して・普遍に分割され，銀緯が小なるほど其の激が増加してみる．渦巷き
族の星霧は，此の定義によれば，銀河系以外である．
　銀河系の極限を定めるのに役立つ最良の材料は，今は，焼立斜里相互の
距離である．地球から最も遠い星斗自Pちしきつね「座のNT．　G．　C．7006は
185000光年も離れてみるし，叉，此のN．G．C．7006からN．G．C．2298
までは260000光年であり，叉，N．G，C．2419からN．G．C6453までも
260000光年，又，NG．C．2298からN．G．C．6517までは230000光年で
ある．そこで，今，當分は，此等の距離を以て，銀河系の極限を示すもの
と見て好い．銀河面に近い微光の長週期セファイ星も亦，銀河系の直径が
二十萬光年以上であるとの結論を，別途から，支持するものである．
　大小のマゼラン雲の直径は，それぞれ，一萬一千光年及び六千光年であ
る（a）．メシエ三＋一番（アンド・メダ星取）や，メシエ三＋三番のやうなE
大な渦巻き系の直径は，ボブル氏によれば，それぞれ42⑪00光年及び15000
光年である．Lセンタウル「座の目星系（Super－System（b））中にある星團
の大主筆の直径は，ほS“アンドロメダ星霧と同じであるし，術ほ，其の中
で，爲眞光度十七等乃至十八等の星團凡そこ三百のものは，卒均直径がほ
f一萬光年である．同仁に，近頃ノ、　・一ブードで研究されたしかみのけ．お
とめ「座中の四つの銀河系（こ・に銀河系galaxyとして此の意味に用みる
のは，少なくとも歴史的に見て，要當でない．尤も，銀河外の星霧extra－
galactic　nebulaとか，　anag・alactic　nebulaとか，非銀河星霧non一一ga】actic
nebulaとか，渦巻き星霧spiral　nebulaとか，星雲star　cloud，とか，島宇
宙island　universeとか言ふ言葉だつて，一般の實用語としては，皆，綴れ
以上に不適當なのだ）の最大直径は，およそ二萬光年であるし，：大多撒の
ものはし五千乃至一萬光年である．
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　我が太陽附近にある1垢光の青色星の配列によって容易に見分けられるか
璽L地方系■（local　system）は，せいぜい五千乃至一萬光年ぐらみの直径に
過ぎないことが多くの研究者によって認められてみる．自分が始め之れを
650⑪光年としナこ見積り（c）は，シールス氏が星の分布を研究して近年得ナこ
敷値よりも多少小さい（d）．天の河の中にはつきり見えてみる摩る星雲の
直樫の大略の見積りによれば，ほS“下れも地方系と同じ程度らしい．尤
も，しいV座の大心核雲（large　nuclear　cloud）が，若しk”一．．系であるのな
らば，其の四五倍はあるらしいし，叉，したて「座の星雲は共の孚ばほどの
直径らしい。
　マゼラン雲は，大罷の構造が不規則であるけれど，外形はほN“圓形であ
って，殊に，明るい星は一種楕圓形に配列してみる．銀河外の星霧の多く
は偏球形であるし，又，負る種の銀河星雲は實質的に歯形の輪廓を持って
るる．しかし，星雲や外方銀河（ex亡ernal　galaxies）の大多数は外廓が楕圓
形であるが，多分實形は，吾が地方系の如く，圓盤歌に近いものだらう・
　つまり，地方系と，マゼラ）”雲と，銀河星雲と，外方銀河とは，形が一
列の連績關係を示し，大きさもほS“同じ程度である．直径は一千光年から
四萬光年まであるにはあるが，しかし，一萬五千光年以上のものは極めて
少ない．それで，大銀河系（galactic　system）の直径は全く桁違ひの大きさ
である．
銀　　河　　系　　雲
　近年，テルフ，ネプル，ルンドマルク，バーデ，シヤプレイ及びエームス
等によって，銀河外の星霧の群團のことが注意を惹いてみる．しかみのけ■
やしおとあ「座あずこりの幾つかの銀河系雲（cloudS　of　galaxies）をノ、一ブー
ドで研究しテニ結，果が，近頃，：六つの論文となって獲表されナこ．全部で，明
瞭な四十個以上の銀河系雲が爲貫に記録されてみる．此等の地球からの距
離は，一百萬光年から二億光年まであるし，構造から言へば，僅々孚ダス
ほどの銀河系の集まりから，二三千ほどのものの密集までに至る．
　此等の銀河系雲の直径は，小はこ二三十萬光年から，大は，少なくとも七
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百萬光年にまで及ぶ．かうしナこ超星系の距離や大きさは，勿論，暫定的の
もの．ではあるが，しかし，事實，此の方面の研究者絡てが一致する意見は
此等の激値がほ・“正しい程度であるといふことである．研究の方法は，吾
が銀河系を測量するのと同じく，叉，球歌島團やマゼラン雲の距離を算出
するのと同じ方法である．
Lセンタウル■の超星系
　銀河系雲は，一・般に，不規則のもあり，叉，ほ・“圓形のもある．かのしペ
ガソス「のN，G．C．7317－2⑪の如き，少数から威る群の或るものは，吾々
自身が，．ほ“其の損がりの卒面内にあると思はせるやうな氷室分布をやっ
てみる．近頃，Lセンタウル「座で研究されtこ銀河系雲は，明らかに一方へ
長く延びた形を示してみる（e）．投影しナこ形では，其の長さが幅の三四倍も
あり，どうも，視線と僅か甘いtこ赤道面を持つ園盤系であるらしい．叉，
系雲際の銀河が相互に接写してみる様子のものも少なくない．一こんな
現象は，しかみのけ「やしおとめ「星雲や，其の他にも屡々認められる．早追
ブード篇章板の感光限度以上に認められる光力曲線から，此のしセンタゥ
ル「星系全膿には二千個以上の銀河が含まれてみると思はれる．
　このLセンタウルー“1系雲（Centaurus　clOud）の距離を暫定的に算出した所
では，ほ・“一億五千萬光年となる．最大直径は凡そ七百萬光年で，中に含
まれる個々の銀河の大きさは，もっと近距離にある銀河中のものや，碕，
室一面にある其れ等のものとほ・洞じである．
　此の系雲（cloud）は明かに超星系（super　systenl）であって，吾が銀河系
の考察のナニめにも，甚だ重要なものである．
　　　　　　　　　銀河系雲としての吾が銀河系
　上記の諸節に於いて述べナこ種々の見地や，叉，こ5では紙面の制限で詳
述し得ない幾つかの見地により，自分はこ・に吾が銀河系について次ぎの
如き観念を提出するt．尤も，しかし，此の考へに導かれて今後数年開の研
究をして見ると，結局，此の観念を可なり著しく攣へることになるかも知
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れないと思ふけれど・此の超銀河論（Super－galaxy　hypothesis）は；　ISt一年來，
自分が種々σ）論文中で翫に述べナこことあるもので，今日も，初めの頃の圓
盤説と比べて韮要な瓢は殆んど攣ってみない．大きさや，構造については
殆んど元のま・で，只，言葉の意味が少しく違ふのみである．
　（1）今こ・で提唱する黒は，吾が銀河系が，決して特別に大形の渦志野
（spira1）であるのでもなく，叉，マゼラン雲を大きくしナこやうなlf　一星系
（single　unified　star　system）でもないことである．言は・“，之れは一つの超
銀河系（super－galaxy）一一帥ち，標本的な多くの銀河が多く集って，偏李下
系（flattened　sys亡em）をなすものである．故に，質量と内容（population）と
に於ては，わが銀河系はむしろかの明るい銀河が三百個ほども集合してみ
るしかみのけ・おとめ■系雲と比べられるものである．
　（2）吾が地方系，帥ち，せいぜい何千光年の直径を持つ此の一星雲（star
cloud＞は，ちやうど，マゼラン雲や，模型的な銀河外星霧（ex亡ra－galactic
nebula）ぐらみなものである．かのしたて■星雲や，　Lはくてう「星雲や，筒
ほ其の回天の河の中に五つ六つもある星雲も，L普通の渦歌星霧は皆銀河
である「といふ此の意味に解繹すると，何れも立派な銀河（galaxy＞である．
矛）が地方團は，中央面が，銀河面と92度だけ傾いてみるが，帥ち回れは偏
李的な銀河（fiat亡ened　ga｝axy）の中央面なのである．
　（3）今までに認められてみる嗜半農（obscuring　nebulosity）（及び，明る
い四散雲門diffuse　nebuloclt＞・も共に）の大部分は，わが地方系の卒面附近
に謂無してるるが，之れを上述の考へ方から見ると，帥ち，赤道部にある
暗黒物質輪（darkring　of　matter）であって，其れとよく似たものは，多くの
渦歌四囲の邊端（edge）や腕（arm）の聞にも見えてみる・今知られてみる
暗雲罷は此の地方系に關期してみるもので，決して超銀河と關係あるもの
ではない．故に，凡そ之れが一千光年よりも遠方には多く見當らないとい
ふことは，上述の設ともよく・一致し，又，微光星や星團球朕の観測ともよく
一致する．只，かの，縁に暗輪（peripheral　dark　ring）を持つ銀河外銀河
（〔＞ther　galaxies　of　our　s）lstem）のうち，適當な位置にあるものだけが，其
の暗雲禮を以って，吾々の遠距離星観測を妨げるものである．
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　（4）この新説によれば，銀河星團（galactic　clusters）と球朕星團とは・も
はや，相關劃して回生しナこものと解する必要はない・銀河星團は，初め，
銀河玄海（parent　galaxy）から生れてから，永く其の赤道面近くに居て，漸
次崩壊して行くのらしい．（リンドブラードの研究によれば，核心を持つ渦
歌垣（nucleユ亡ed　spiral）も，途には良い形の笹島型（smQoth　spheroidal　type）
になって了ふと云ふ（f））．走れに反して，球歌歴團は，全く違つナこ組織で，
超銀河系中の掲自註らしく，恐らくは，ルンドマルクが近頃述べナこ如く，
外方銀河の最小形の偏染型を表はすものだらう．其の分布から見ると，明
らかに盛れ等は超銀河中の各員（member）であって，決して，大室間に無
秩序に置かれナこ別々のものでは無い．
　（5）銀河の中心部附近の星雲（star　cloud）を・・一ブードで研究しナこ所で
は，しいて・さそり・へびつかひ■あたりは，ほ・“大アンドロメダ星霧と同
じ大きさと構造の画一銀河（single　galaxy）が占めてみるらしい．大きさも
似てみるし，新星も其中心部に集中してみる．共の中心部は非常に星が多
いものだから，若し逼れをアンドロメダ星霧の距離から見れば，今の最大
望遠鏡でさへ個々の星に分析することは盛んど不可能であらう．
　（6）球歌星團が皆揃って大きい速度を持ってるることについて，今は之
れが銀河からの後退蓮動であるとか，叉，全銀河の自縛の結果であるとか
いふ風に解繹せす，むしろ，之れは吾が地方系の蓮動の結果であると解さ
れる．超銀河系としての立揚から見れば，球扇星團は多分静止してみるら
しいといふことが，其等の銀河面に封ずる鋤照的分布の事實からも推論さ
れる．同様に，マゼラン雲が速く動いてみるといふのも，やはり，わが地方
系に關しての話であって，つまり，上記の説に嫁ると，此の二雲は，位置は
銀河面から可なり離れてみるけれど，明らかに超銀河系のであるのだ．
N．G．C．6822や，アンドロメダ自公や，メシエ第33號や，其の他，比較i的
明るく近距離の星系（system）が，やはり吾が超銀河系の各員であるか否
かといふ問題については，今後，銀河面内に於ける大きさや，四園の銀河
の運動などの研究によって判明することである．
　（7）なほ，わが銀河系を超銀河として研究し行く共の結論について，下
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に簡軍に述べやう．
　a・しかみのけ・おとめ「銀河系（galax）・）の方向と距離から見るとする
　と，プレヤデスや，オリオン星眼と其れに關係する星々や，其の他，わ
　が太陽に近い星羅の群などは，わが地方系の構造中にある雲霧欣の節
　（nebulOus　knOts）と見えるに過ぎないだらう．
　b．こうして外部から見れば，Lはくてう「雲も地方系も共に，恰も銀河
　（galaxy）が衝突してみるやうに見えるだらう．こうした考へは，自分が
　既に数年前，太陽附近の高速度星（high　velocity　stars）の頚頃向的運動を
設明するナこめに提唱しナこものである．近頃，マルムキスト，クリーガー
共他の諸氏の研究によると，吾々は，しナこて「やしぎょしや「座の星雲か
　らひく僅かしか離れてみないのである．
　C，此の新説により，銀河桝（galactic　nucleus）や銀河回轄（galac亡ic
　rota亡ion）の問題は今一度解号し直す必要があるかも知れない．とにか
　く，吾々の近くの星々の運動について，遍去数年聞，吾々は干れを銀河
　の回縛（rotation）によるものと解してゐナこのであるが，要するに搾れは
地方系に近いあナこりの運動だけに過ぎないのであって，超銀河系（Super－
galaxy）の中にある星雲（star　cJouds）の一般運動（general　motion）の説
　明などには殆んど何の意味もないものである．
　d，二重銀河（dOubie　galaxy），や多重銀河（multiple　galaxy）などの多く
　は，相互衝突らしいも0）を見せてみる．之れで見るe，密な星雲（com一一
　pact　clouds）中の銀河（galax）y）相互の作用により，偏球形（spheroidal
　f｛）rm）や渦状形（spival　form）から，マゼラン型や，叉は吾が銀河系中に
　ある不規則星雲（irregula畑tar　clouds）などへの攣化は可なり速いもの
　らしい．しかし，ホブル氏に留ると，銀河群（groups　of　galaxies）の各員
（rnen）ber）は多く楕圓膿（ellipsoids）であるといふが；之れは或る程度ま
　で，ノ…一ブー．ドでも立直されナこ所である．
超銀河の論から暗示されて研究すべき問題は下の如きものである．
　（1）銀河星野（galactic　star　field）は個々の銀河（galaxy）聞に連績してみ
るものかP以前，バンネクク氏等が星の分布の不規則なことを指摘したが，
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自分の考へでは，馴れは一部分，銀河星雲（galactic　star　clouds）の暦の破
れ目（breaks）によるだらうと思はれる．尤も，こうしt不規則の中には地
方系の特性と思はれるものも少なからずあるけれど．吾人は今や吾が渦動
系（our　own　spiraj）の現在の構造を看破し始めてみる馴合なのであるが，
まつ，中間に介在してみる地方地方（intervehing　regions）の研究を直接に
やらなければならない．叉，吾人は明るいしかみのけ・おとめ「あたりの銀
河系雲（clOud　of　galaxies）中の個々の各員の聞に横はる室間中の星團や超
：巨星（super－giant　statS）一個一個の研究をしなければならない．
　（2）地方銀河（10cal　galaxy）中に於ける系統的蓮行（systematic　circuia－
tion）をさぐるナこめ，吾人はもっと微光星の蓮動を研究しなければならな
い．去る1918年に自分は地方系の研究を始めナこ頃，自分は星流（star
streaming）といふものが恐らく地方系の回韓蓮；動と關増してみるものだら
うと述べナこことがある．吾が銀河（galaxy）と他の星雲（star　c10ud）との聞
に於いて，孕る方向へ極めて揮い平野（vas亡empty　space）があることから
考へると，星の蓮動なるものは，吾が地方系を多分四四系（spii’al）の一一」部
ナこる普通一個の銀河系（an　Ordinary　galaxy）と見る立野から，全くの内部
問題として取扱はなければなるまい・・それで，此の星流なるものがしりう
こつ「座にある地方系の中心（local　centre）のまはりをまはる星々の圓蓮動
（circular　mQtion）に外ならないことが充分にわかり，又，星の高速度現象
（high　speed　phenomena）（殊にしいて■の中央あtりの）とは，よその星雲に
封ずる吾が地方系の運動の結果としての現はれであるといふことが明らか
になるまでは，之れ以上の複雑な解論は延期しナこ方が好いのかも知れない．
　（3）マゼラン雲の全部にわナこる多くの星の覗線運動の測定は，詳述する
必要も無い程明らかな重要事項である．
　（4）天の河（Milky　Way）申の微光攣光星の系統的研究は既にライデン，
A・“　）Vゲドルフ，バベルスベルグ，レムバン，殊にノ、一ブードで行はれてる
る，種々の星雲や其の部分などの形歌，距離，畠田等が知れるのは主とし
て此の種の研究によるのである．星撒（stav　COUIIts）の組織的研究も非常に
重要なことであり，殊に天の河の奥の構造中（deep　in　the　Milky　Way
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structure）にある星々のスペクトルや色誌面の材料が得られた瞬には此の
方面の研究の重要さは層す．華々の連吟的な銀河暦（ContinUOus　galactic
s亡ra亡um）があるらしい形跡が見えるが，之れは主として長週期のセブアイ
星や微光のB型星の研究からの結果である．此等の研究の進歩に封ずる
大障害は，普通のタイプの日々の絶鋤光輝に非常な差異があることと，尚
ほ此の差異が空の位置によって違ふといふことが漸次明らかであることで
ある．
　　　　　　　　　　　　　勧　　　　　言
　（1）地方系を圓盤系（discoidal　system）の成長に俘ふ廣汎な連績星層・
（extensive　and　coutinuous　star　strtata）中に埋まってみる不規則的寒雨
（irregular　nnit）であるといふ風に見る從來の説を攣へて，今こsに，吾が
銀河系は，あだかもしかみのけ・おとめ「や，Lペガス「や，しセンタウル「
や，其の他の天室に見える如き銀河系雲の衝突的厚身（co11isional　develop－
ment）に於ける模型態であるとの考へを提唱する．
　（2）故に，吾が地方系は，明確な一撃銀河（galaxy）であって，かの渦朕
罷族（spiral　family）の星i霧とほs“Frしく，其の大きさや，恐らく；其の中に
含まれる星の数等に於いても似てみる．散漫せる雲髄（diffuse　nebulosity）
の分布や，銀河星学と球負星團との別や，星の分布と蓮動歌態の不規財嚢
其の他，星雲や星霧の諸性質など，皆，此の新見解によってより良く説明
し得る．
　（3）天の河を超銀河（super－galaxy）とする説の特瓢は，之れが抱括的
（compuehensive）であることと，吾が銀河系の大きさ，内容及び構造を全く
猫特なものとする必要をなくするにある・
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